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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

思い返すと，私はこれまでかな
りの頻度で引っ越しをしてきまし

た．大学院進学に伴う福岡への引っ越し，当時の彼女（現
妻）との同棲に伴う引っ越し，博士学位取得後の核融合
研への着任に伴う愛知への引っ越し，その 1 年後の京都
工芸繊維大着任に伴う京都への引っ越し，さらにその翌
年の名古屋大学着任に伴う名古屋市内への引っ越し―
と，立て続けに住まいを移してきました．その間には結
婚や息子の誕生といった人生の大きな出来事も重なり，
「よくここまで乗り越えてきたな」と我ながら思います．
名古屋に来てからは，さすがに少しは落ち着けるだろ
うと思っていたのですが，また転機が訪れました．ある
日，妻が最寄り駅で不動産屋の営業に声をかけられ，「持
ち家を買いませんか」と勧誘を受けたのです．その後の
展開は本当に早く，私自身も営業トークに乗せられる形
で，わずか 2 週間のうちにローン契約までとんとん拍子
に進んでしまいました．（助教という任期付きの立場で，

よくそんな決断をしたものだと今でも驚いています．）そ
して，名古屋市内に引っ越してから半年ほどで，再び引っ
越しを経験することになったのです．
新居に住み始めて 1 年ほど経ち，ようやく落ち着いた
暮らしができていると感じています．建売住宅を購入し
たことや，不動産営業の深い闇，金利の仕組みの複雑さ
等に戸惑うこともありましたが，実際に住んでみると意
外に心地よく，家族で毎日楽しく過ごせています．これ
までさまざまな土地を転々とするなかで気づいたのは，
名古屋は暑さが厳しく，名古屋めしは少々口に合わない
ものの，博物館など文化施設が多く，子どもにいろんな
経験をさせられる環境が整っていて，思いのほか気に入っ
ているということです．
もう引っ越しは懲り懲りなので，名古屋ではもう少し
長く暮らしていけるように，研究に精を出したいと思っ
ています．（地元の九州に帰りたい妻を横目に……．）
� （河内裕一）


